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タイにおけるＧＰＳ可降水量の解析

Analyses on precipitable water vapor from GPS data in Thailand
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タイでは、ＧＡＭＥ－Ｔプロジェクトが実施されていたころから各地でＧＰＳ観測が実施されている。今回、2001年
から 2007年に、バンコク・チェンマイ・コグマ（チェンマイ郊外の山中）・コンケン・プーケットで得られたＧＰＳデー
タを解析し、可降水量の変動を求め、このデータを元にタイの可降水量の変動の特徴を調べた。
プーケットを除く 4点では雨季と乾季で可降水量に大きな差が見られた。雨季では、バンコクのような低地では可降水

量が 60ｍｍ程度、乾季は変動が大きいが、平均すると 30ｍｍ程度である。一方、コグマのような山地では、雨季で 40
ｍｍ程度、乾季で 10ｍｍ程度であり、乾季と雨季の差は平地でも山地でもあまり違いがなかった、一方プーケットは、
雨季と乾季で可降水量の差があまり見られなかった。
また、2002年と 2005年については、11月 12月の乾季でも可降水量はあまり小さくなっていない。これはタイの観測

点全体を通じて見られることであり、この 2年については、乾季の前半はかなり水蒸気量が多かった。
可降水量と気温、気圧の相関についても調べた。気圧との相関については有意な関係は見出せなかったが、可降水量

と気温との相関は、乾季に正の相関が見られることがわかった。これは、タイ上空に大陸の冷たく乾いた空気が張り出
したときに可降水量が小さくなり、海上の暖かく湿った空気が張り出したときに可降水量が高くなるものと解釈できる。
また、可降水量を基に雨季のオンセットとオフセットの日にちを決める試みを行った。その結果は、降水量を基にし

て決めるよりも年によるばらつきが小さくなり、可降水量は雨季のオンセットとオフセットの目安として使えることが
分かった。


